
15 さくらがわ　2010.7.1

桜川市真壁町桜井1073-2
☎0296－55－2728レストハウス

７月16日より８月31日まで  ｢定休日(毎週月曜、祝日の
　場合は翌日)を除く毎日｣

■ お１人様　2,000円
■ 午後５時から

ビアホールオープン

飲み放題飲み放題
生ビール・各種チューハイ生ビール・各種チューハイ
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